
平成29年度シンポジウム
高齢社会共創センター創設記念

長寿社会を共創する
～ 高齢社会をリートする課題解決拠点を目指して ～

第1蔀『高齢社会を舞台としな共創J

「いきいき活躍」の実現を目指した産官学民協働による取り組み

が、各地で進められています。その中から、富山県富山市における

「歩きたくなるまちづくり」と、奈良県下市町における「楽で楽しい

営農コミュニティづくりJをご紹介いただきま魂 2つの事″」から、

地域とともに進展する「モノ・サービス・仕組み」の共創について

議論しま幌

【モデレーター】

燃副繁  '弦 早稲田大学 研究院教授

早稲田大学研究院教授。都市・地域研究所、上級研究員。自治体・市民組織ととも

に協働の地域 まちづくりに関して、実践と研究、技術開発と理論化を進めている。

日本建築学会賞、住総研・清水康雄賞、大熊記念学術褒賞など受賞。編著書に「ま

ちづくり教書」「まちづくり図解」(2017)、「まちづくり市民事業―新しい公共lcよ

る地域再生」(2011)、「まちづくリデザイングーム」(2005)な ど。

【コメンテーター】

辻   璽『 :夫 東京大学 高齢社会総合研究機構 特任教授

1971年東京大学法学部卒業後、厚生省 (当 時)入省。老人福祉課長、国民健康保

険課長、大臣官房審議官 (医療保険、健康政策担当)、 官房長、保険局長、厚生労働

事務次官を経て、2009年から東京大学高齢社会総合研究機構 特任教授 (現職 )。

厚生労働省在任中に医療制度改革に携わった。編著書として「日本の医療制度改

革がめざすものJ(時事通信社)「超高齢社会 第2弾 日本の挑戦」(時評社)「地域

包括ケアのすすめ 在宅医療推進のための多職種連携の試みJ(東京大学出版会)

等がある。
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【特別講演 】

書討ll  )羊 立正大学経済学部教授、東京大学名誉教授
1951年生まれ。立正大学教授、東京大学名誉教授。紫綬褒章受章。イェール大学

経済学博士 (Ph D)。 専 F号はマクロ経済学。大阪大学助教授、東京大学教授、財政

制度審議会会長などを歴任。著書に「Fエイジノミクス』で日本は甦る―高齢社会の

成長戦略」(NHK出版新書 )、『人口と日本経済」(中公新書 )、「高度成長J(中 公文

庫)など。

【モデレーター 】

和k[山 引王子 東京大学高齢社会総合研究機構特任教授
イリノイ大学でPh D(心理学)取得、ミシガン大学社会科学総合研究所研究教授、

東京大学大学院人文社会系研究科教授 (社会心理学)、 日本学術会議日1会長等を

歴任。専門=ジェロントロジー (老年学)。高齢者の心身の健康や経済、人間関係の

加齢に伴う変化を25年 にわたる全国高齢者調査で追跡研究。近年は超高齢社会

のニーズに対応するまちづくりや産官学民協働のリビングラ/rtにも取り組む。超高

齢社会におけるよりよい生のあり方を追求。高齢社会共創センター代表理事。

東京大学高齢社会総合研究機構内「長寿社会を共創する」シンポジウム事務局
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